
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）
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・中心部は開けた平地が存在するが、そこにつながる谷間は不整形農地、小農地、高畦畔の農地が多く存在す
る。
・高台には住宅地があり若者も多数居住するが、それ以外のエリアは高齢化が進み、過疎地帯となっているとこ
ろもある。
・過疎地帯では他者所有の農地を引き受ける農業者も無く、不作付地や荒廃地が増加している。
・最近、農業支援サービス事業者が解散した。
・獣害は継続して発生している。
・農地バンクに登録しても借り手が見つからなかったなど課題を抱える。
・「最後の１人になっても農地を守る」と意気込みを持つ者があるが、一方で農地を努力して維持することへ理解
示さない者もいる。
・担い手補助金制度の条件に適合せず、利用できないとの声もある。

・「おいしいお米の上豊富米」のブランドが確立され、プライドを持って栽培する。
・作物と作業時期がシュミレーションでき、作業時期が重ならないような工夫ができる地域とする。
・不作農地・遊休農地・溜池廃止エリアなどの状況に合わせて、そば・小豆・新規作物・有機農業など課題克服の
ために前向きに取り組む。
・集落営農組織による有効な土地利用が進み、上豊富以外の個人や法人も農地維持に参画している。

区域内の農用地等面積 260

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 216

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】 ---

・農振農用地を中心に維持していく農地を考える。（中山間多面的交付金の対象地を含む。）
・地域計画対象農地以外も可能な限り、農地を維持し地域環境を維持する。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

・集団化できる候補農地を抽出し、その農地について所有者の意向、その土地の状態調査をまとめたリストを作
成する。
・効率的営農を目指して、集約化を順次進める。

（２）農地中間管理機構の活用方針

中間管理機構を活用して、安心して賃借関係が結べる「地域イメージ」を構築し、誘致活動をおこなう。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

農地に対し、維持優先度を設定（3段階程度）し、順次対策を実施する。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

・上豊富地域に最低10年は維持できる農作業受委託組合を設立する。
・上豊富で何がサポートできるか（農地、住宅、農業機械、農業技術、地域とのコミュニケーション、地域生活、メン
ター選任など）を整理し、サポート体制を確立する。
・ボランティアによる農業体験（芋ほり、そば打ち）を企画・実施する。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

・上豊富地区で農作業受託組合の設立を検討し、方向が決まれば企画書を作成する。
・上豊富に関係した農業支援サービス事業体のリストを作成する。採否がでるように事業体の特徴、技術やコスト
などを記入する。

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】






